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本
篇
に
は
、
7
「
寡
婦
怨
」
・
8
「
白
酒
歌
」
(
と
も
に
巻
一
)
の
訳
注
を
掲
載
す
る
。

7
落
下
怨

【
題
解
】

 
出
征
兵
士
の
妻
の
怨
み
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
九
四
に
、
唐
代
に
入
っ
て
新
た
に
制
作
さ

れ
た
「
新
楽
府
辞
」
と
し
て
、
同
じ
中
唐
の
孟
郊
の
四
首
と
と
も
に
載
録
さ
れ
る
。

 
張
籍
に
「
○
○
怨
」
と
題
す
る
詩
が
多
い
こ
と
は
、
3
「
雑
怨
」
の
【
題
解
】
で
指
摘

し
た
が
、
同
じ
特
徴
は
孟
郊
に
も
言
え
、
孟
郊
に
は
「
古
楽
府
警
怨
三
首
」
「
古
怨
」
「
湘

絃
怨
」
「
湘
妃
怨
」
「
楚
怨
」
「
閑
怨
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
群
籍
に
は
、
「
征
内
記
」
以
外

に
も
、
3
「
雑
業
」
、
3
7
「
楚
妃
怨
」
が
孟
郊
と
共
通
す
る
。
と
も
に
韓
愈
グ
ル
ー
プ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

属
す
る
二
人
の
関
係
を
見
て
い
く
上
で
、
こ
の
傾
向
は
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、
張
籍
が
韓
愈
に
知
遇
を
得
る
前
に
い
ち
早

く
そ
の
才
能
を
認
め
、
韓
愈
に
紹
介
し
た
の
が
孟
郊
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
貞
元
十
二
年

(
祝
×
科
挙
進
士
科
に
登
第
し
た
孟
郊
は
、
湖
州
(
今
の
漸
江
省
徳
清
県
)
に
帰
省
す

る
途
中
、
張
籍
の
い
る
和
州
(
今
の
安
徽
省
和
県
)
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
張
籍
が

孟
郊
に
贈
っ
た
詩
が
、
5
6
「
贈
孟
郊
」
(
巻
七
)
で
あ
る
。
ま
た
、
望
洋
が
、
当
時
宣
武

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軍
観
察
推
官
と
し
て
沐
州
(
今
の
河
南
省
開
封
)
に
赴
任
し
て
い
た
韓
愈
に
張
籍
を
紹
介

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
韓
愈
「
此
日
足
可
惜
一
首
贈
張
籍
」
(
銭
仲
聯
『
三
年
集
釈
』

巻
一
)
に
、
「
念
昔
未
知
子
、
孟
君
自
南
方
。
泊
務
有
所
得
、
言
子
有
文
章
」
(
念
う
昔

未
だ
子
を
知
ら
ざ
り
し
と
き
、
孟
君
 
南
方
よ
り
し
、
自
ら
得
る
所
有
る
を
衿
り
、
子
に

文
章
有
る
を
言
う
)
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
張
籍
と
孟
郊
の
楽
府
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
注

意
し
て
見
て
い
き
た
い
。

 
「
征
婦
」
と
は
、
「
盲
人
・
征
夫
の
婦
」
を
短
縮
し
た
言
い
方
で
あ
る
が
、
「
征
人
」
「
征

夫
」
が
詩
文
に
早
く
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
ば
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
征
婦
」
は
、
孟
郊
や

考
訂
ら
、
中
唐
の
詩
人
に
よ
っ
て
新
た
に
使
わ
れ
始
め
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同

時
代
の
元
祖
「
生
春
」
二
十
首
其
七
(
翼
勤
三
校
『
元
積
集
』
巻
一
五
、
中
華
書
局
)
に

は
・
「
病
翁
閑
向
日
・
征
婦
長
成
風
」
(
尊
翁
 
閑
か
に
日
に
向
か
い
、
征
婦
 
配
る
こ

と
風
を
成
す
)
と
、
下
句
に
、
夫
が
長
い
間
出
征
し
て
い
る
た
め
に
だ
ら
だ
ら
し
た
生
活
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九
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が
習
慣
と
な
っ
た
妻
が
詠
わ
れ
る
。

 
詩
題
に
「
征
婦
」
を
用
い
た
も
の
に
は
、
同
じ
中
唐
の
施
吾
吾
に
「
代
征
婦
怨
」
(
『
全

唐
詩
』
巻
四
九
四
)
、
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
詩
人
劉
兼
に
「
征
婦
怨
」
(
同
巻
七
六

六
)
、
ま
た
馬
戴
に
「
征
婦
歎
」
(
同
巻
五
五
六
)
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
楽

府
詩
集
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

 
な
お
こ
の
詩
は
、
久
保
天
随
『
古
詩
評
釈
』
、
松
浦
友
久
編
『
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
』
(
大

修
館
、
一
九
八
七
年
、
担
当
鈴
木
義
昭
氏
)
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
【
語
釈
】
や
【
補
】

の
と
こ
ろ
で
参
照
し
た
。

7
今
 
夫
は
戦
場
で
死
に
 
子
は
ま
だ
お
腹
の
中

8
わ
が
身
は
存
在
し
て
い
て
も
 
昼
間
の
と
も
し
び
同
然

無
き
に
等
し
い

【
語
釈
】

1
・
2
 
九
月
旬
奴
殺
辺
将
、
漢
軍
団
没
遼
水
上

〔
九
月
〕
季
秋
九
月
の
月
で
、
秋
は
旬
奴
が
力
を
つ
け
て
中
国
に
攻
め
入
っ
て
く
る
季
讃

で
あ
る
。
『
漢
書
』
李
広
伝
附
李
陵
の
伝
に
、
「
方
秋
旬
奴
馬
肥
、
未
可
与
戦
」
(
秋
に
方

り
て
勾
奴
馬
肥
え
、
未
だ
与
に
戦
う
べ
か
ら
ず
)
と
あ
る
。

【
押
韻
】

将
・
上
-
去
声
四
一
濠
、
葬
-
去
声
四
二
宕
(
濫
用
)

夫
一
上
平
一
〇
虞
、
箭
-
上
平
雷
魚
(
独
用
)

腹
-
入
声
一
二
、
燭
-
入
声
三
燭
(
独
言
)

※
「
夫
」
と
「
野
」
、
「
腹
」
と
「
燭
」
は
、
『
広
韻
』
で
は
同
源
の
範
囲
で
は
な
い
が
、

所
謂
古
詩
通
押
で
、
押
韻
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
九
月
勾
奴
殺
邊
將

2
漢
軍
全
没
遼
水
上

3
萬
里
無
人
牧
白
骨

4
家
家
城
下
招
魂
葬

5
婦
人
依
減
縮
與
夫

6
同
居
貧
賎
心
亦
嵜

7
夫
死
職
場
子
鳥
腹

8
妾
身
錐
存
如
豊
燭

婦家万漢九
人家里今月

同
に
貧
賎
に
居
れ
ば

夫
は
戦
場
に
死
し
て

妾
身

勾
奴
 
辺
将
を
殺
し

 
 
 
ほ
と
り

遼
水
の
上
に
全
没
す

人
の
白
骨
を
収
む
る
無
く

城
下
に
て
 
魂
を
招
き
て
葬
る

子
と
夫
と
に
依
速
し

 
 
 
 
 
 
心
も
亦
た
箭
ぶ

 
 
 
 
 
 
子
は
腹
に
在
り

存
す
と
錐
も
 
昼
の
燭
σ
如
し

〔
旬
奴
〕
中
国
古
代
に
存
在
し
た
北
方
の
遊
牧
民
族
。
漢
王
朝
は
勾
奴
と
の
間
に
和
平
条

約
を
結
ん
で
い
た
が
、
前
漢
の
武
帝
の
時
、
武
力
で
撃
破
す
る
政
策
に
転
じ
、
衛
青
、
雀

去
病
ら
の
将
軍
が
大
軍
を
率
い
て
し
ば
し
ば
進
軍
す
る
が
、
つ
い
に
侵
入
を
阻
止
す
る
に

至
ら
ず
、
結
果
多
額
の
軍
事
費
に
よ
り
国
力
は
疲
弊
し
た
。
勾
奴
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』

『
漢
書
』
に
勾
虫
歯
が
あ
る
。

〔
辺
将
〕
国
境
を
防
衛
す
る
軍
隊
の
指
揮
官
。
『
後
漢
書
』
陳
亀
伝
に
、
「
陳
亀
字
叔
珍
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
ん
し

上
党
法
氏
人
也
。
家
世
辺
将
、
便
習
弓
馬
、
雄
於
北
州
」
(
陳
亀
 
字
は
叔
珍
、
上
党
法
嗣

の
人
な
り
。
家
は
世
よ
辺
将
に
し
て
、
便
ち
弓
馬
を
習
い
、
北
州
に
雄
た
り
)
と
あ
る
。

 
詩
で
は
、
六
朝
に
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
唐
詩
に
は
頻
出
す
る
。
一
例
と
し
て
、

李
白
「
贈
張
相
鏑
二
首
」
其
二
(
王
注
本
巻
｝
一
)
に
、
「
本
家
朧
西
人
、
先
駈
漢
辺
将
。

功
略
蓋
天
地
、
名
飛
青
雲
上
」
(
本
家
 
朧
西
の
人
、
先
ず
漢
の
辺
将
と
為
る
。
功
略

天
地
を
慧
い
、
各
は
青
雲
の
上
に
飛
ぶ
)
と
あ
る
。

 
張
籍
に
こ
の
他
二
例
。
6
3
「
送
流
人
」
(
巻
二
)
に
、
「
流
域
属
玉
将
、
旧
業
作
公
田
」

(
流
名
 
辺
将
に
属
す
る
も
、
旧
業
 
公
田
を
作
る
)
、
嘱
「
涼
万
慮
三
首
」
其
二
(
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

六
)
に
、
「
辺
将
皆
承
主
恩
沢
、
無
人
解
道
取
置
州
」
(
辺
将
 
皆
 
主
の
恩
沢
を
承
く
る

 
 
 
 
よ

も
、
人
の
解
く
減
上
を
取
る
と
道
う
も
の
無
し
)
。

【
口
語
訳
】

1
九
月
 
勾
奴
が
馬
丁
防
衛
の
将
軍
を
殺
し
た
た
め

2
漢
の
軍
隊
は
 
遼
水
の
ほ
と
り
で
全
滅
し
た

3
万
里
の
彼
方
ま
で
 
う
ち
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
の
白
骨
が
散
ら
ば
り

4
家
々
で
は
市
街
で
 
招
魂
の
葬
儀
を
行
っ
た

5
妻
と
い
う
も
の
は
 
子
と
夫
を
頼
り
と
し

6
貧
し
く
と
も
一
緒
に
暮
ら
せ
ば
 
気
持
ち
も
ま
た
の
び
の
び
す
る
も
の

〔
漢
軍
〕
文
字
通
り
は
漢
朝
の
軍
隊
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
唐
朝
の
軍
隊
を
指
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
【
補
】
を
参
照
。
漢
の
軍
隊
と
い
う
も
と
も
と
の
意
味
で
は
、
『
漢
書
』
趙

充
国
伝
に
、
「
武
帝
時
、
以
仮
司
馬
従
五
師
将
軍
撃
旬
奴
、
大
為
虜
所
囲
。
漢
軍
乏
食
数

日
、
死
傷
者
多
」
(
武
帝
の
時
、
仮
司
馬
を
以
て
武
師
将
軍
に
従
い
勾
奴
を
撃
つ
も
、
大

い
に
虜
の
囲
む
所
と
為
る
。
漢
軍
 
食
に
乏
し
き
こ
と
数
日
、
死
傷
す
る
者
多
し
)
と
あ

る
。

〔
全
没
〕
全
滅
す
る
。
「
没
」
を
『
唐
文
粋
』
(
巻
＝
一
)
は
「
残
」
に
作
る
が
、
音
義
と
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も
に
同
じ
。

〔
羊
水
〕
川
の
名
で
、
今
の
遼
河
の
こ
と
。
遼
寧
省
を
南
北
に
流
れ
、
漢
代
、
こ
の
川
に

よ
っ
て
遼
東
・
遼
西
の
二
郡
に
分
け
た
。
『
漢
書
』
地
理
志
下
、
遼
東
四
望
平
県
の
説
明

に
、
「
大
粟
水
出
塞
外
、
南
至
安
市
入
海
、
行
千
二
百
五
十
里
」
(
大
遼
水
 
塞
外
よ
り
出

で
(
南
の
か
た
安
市
に
至
り
て
海
に
入
り
、
行
く
こ
と
千
二
百
五
十
里
な
り
)
と
あ
る
よ

う
に
、
塞
外
の
旬
奴
の
地
か
ら
流
れ
る
。
漢
代
、
勾
奴
の
侵
入
に
頻
繁
に
遭
っ
て
い
た
の

が
こ
の
川
の
流
域
の
地
で
み
る
。
『
史
記
』
勾
奴
伝
に
、
元
亨
元
年
(
前
鵬
)
、
将
軍
・
韓

安
国
が
こ
こ
で
大
敗
し
た
記
事
が
見
え
、
ま
た
孝
文
帝
の
時
の
記
事
に
は
、
「
勾
奴
日
高

驕
、
歳
入
辺
、
二
輪
人
民
畜
産
無
事
。
雲
中
、
遼
東
華
華
、
塾
代
郡
万
雷
人
」
(
旬
奴

日
び
巳
に
驕
り
、
歳
ご
と
に
辺
に
入
り
、
人
民
畜
産
を
殺
略
す
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
雲
中
、

遼
東
は
最
も
甚
だ
し
く
、
代
郡
に
至
り
て
は
万
七
人
な
り
)
と
あ
り
、
勾
奴
の
侵
略
に
よ

る
被
害
の
大
き
か
っ
た
場
所
の
一
つ
と
し
て
、
遼
東
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
文
学
作
品
に
登
場
す
る
「
毒
水
」
も
、
こ
う
し
た
辺
境
の
イ
メ
ー
ジ
を
備
え
て
お
り
、

例
え
ば
、
梁
の
江
滝
「
測
算
」
(
『
文
選
』
巻
一
六
)
に
は
、
出
征
兵
士
と
そ
れ
を
見
送
る

妻
と
母
親
の
別
れ
を
記
す
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

 
 
或
乃
辺
郡
未
和
、
負
羽
従
軍
。
遼
水
無
極
、
雁
山
事
雲
。
閨
中
風
暖
、
阻
上
草
薫
。

 
日
出
天
而
耀
景
、
露
下
地
而
騰
文
。
鏡
朱
塵
之
照
燗
、
襲
青
気
受
姻
燈
。
禁
桃
李
分
不

 
忍
別
、
送
主
子
分
霧
羅
裾
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
 
或
い
は
乃
ち
辺
撃
茎
だ
和
せ
ず
、
羽
を
負
い
軍
に
従
う
。
谷
水
は
極
ま
り
無
く
、
雁

 
 
 
 
 
ま
じ
わ

 
山
雲
に
参
る
。
閨
中
風
は
暖
か
に
、
階
上
草
は
薫
る
。
日
天
を
出
で
て
景
を
耀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
ら

 
か
し
、
露
地
に
下
り
て
文
を
騰
ぐ
。
朱
塵
の
照
燗
た
る
に
鏡
さ
れ
、
軍
気
の
姻
燈
た
る

 
に
鰹
ら
る
。
桃
李
を
禁
じ
て
選
る
る
に
忍
び
ず
、
愛
子
を
送
り
て
羅
裾
を
軽
お
す
。

東
西
の
両
端
に
あ
っ
て
戦
争
が
頻
発
す
る
代
表
的
な
辺
境
の
地
と
し
て
、
雁
門
と
並
ん
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
・
4
 
万
里
無
人
収
白
骨
、
家
家
城
下
招
魂
葬

〔
万
里
無
人
収
白
骨
)
万
里
の
彼
方
ま
で
、
戦
死
し
た
兵
士
の
白
骨
が
、
拾
い
集
め
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

 
張
籍
が
、
こ
の
句
を
詠
ず
る
際
に
必
ず
や
想
起
し
た
で
あ
ろ
う
表
現
に
、
陳
琳
「
飲
馬

長
城
心
行
」
(
『
玉
壷
玉
詠
』
巻
一
)
、
「
君
独
不
見
長
城
下
、
死
人
骸
骨
相
撲
桂
」
(
君
独

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
ち
ゅ
う

り
見
ず
や
 
長
城
の
下
、
死
人
の
骸
骨
 
相
携
柱
す
る
を
)
、
王
棄
「
七
哀
詩
二
首
」
，
其

一
(
『
文
選
』
巻
二
三
)
、
「
出
門
無
所
見
、
白
骨
蔽
平
原
」
(
門
を
出
で
て
見
る
所
無
く
、

白
骨
 
平
原
を
灘
う
)
が
考
え
ら
れ
る
が
・
と
り
わ
け
杜
甫
「
兵
車
行
」
(
『
詳
註
』
巻
二
)

の
有
名
な
句
、
「
君
不
見
青
海
頭
、
古
来
白
骨
無
人
収
。
証
言
煩
冤
旧
鬼
実
、
，
天
陰
雨
湿

声
歌
喉
」
(
君
見
ず
や
 
青
海
の
頭
、
古
来
 
白
骨
 
人
の
収
む
る
無
く
、
新
身
は
煩
冤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
も

し
 
旧
鬼
は
実
し
、
天
陰
り
雨
湿
る
と
き
 
声
暇
暇
た
る
を
)
は
、
「
白
骨
」
「
無
人
収
」

の
語
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
六
籍
の
直
接
の
典
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
家
家
〕
戦
死
者
を
出
し
た
家
々
。
漢
の
守
山
「
解
由
」
(
『
文
選
』
巻
四
五
)
に
、
「
家

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
く
せ
つ

家
自
以
導
車
契
、
人
人
自
筆
為
皐
陶
」
(
家
家
自
ら
以
て
稜
契
と
為
し
、
人
人
自
ら
以
て

皐
陶
と
為
す
)
と
あ
る
。

 
詩
で
は
、
六
朝
で
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
唐
詩
に
は
頻
出
し
、
張
籍
に
も
こ
の

他
九
例
あ
る
。
5
4
「
望
行
人
」
(
填
塞
)
に
、
「
日
日
出
門
望
、
家
家
行
客
帰
」
(
日
日

門
を
出
で
て
望
め
ば
、
家
家
 
行
客
帰
る
)
と
あ
る
の
が
そ
の
一
例
。

〔
城
下
〕
城
壁
の
内
側
、
城
内
。
或
い
は
文
字
通
り
城
壁
の
も
と
。
.
 
一
般
に
、
招
魂
の
祭

が
ど
こ
で
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
未
詳
。
「
家
家
」
と
あ
る
か
ら
前
者
の
可
能
性
が
高

い
が
、
張
籍
が
、
第
7
句
の
語
釈
に
引
く
杞
梁
の
妻
の
故
事
を
強
く
意
識
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
後
者
の
意
の
方
が
相
応
し
い
。
蘭
語
訳
で
は
城
内
の
意
味
で
解
釈
し
て
い
る
。

〔
招
魂
葬
〕
死
者
の
魂
を
呼
び
寄
せ
る
葬
儀
。
宋
玉
に
「
招
魂
」
の
作
が
あ
る
の
が
す
ぐ

に
想
起
さ
れ
る
。

 
「
招
魂
」
の
葬
儀
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
下
に
、
「
嘉
日
天
王
崩
、
復
日
天
子
復

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
よ
ぱ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
え

 
」
(
崩
ず
る
と
き
は
天
王
崩
ず
と
漂
い
、
 
復
す
る
と
き
は
天
子
隠
れ
と
日
う
)
と
あ

り
、
鄭
玄
注
に
「
始
死
時
呼
魂
二
階
」
(
始
め
て
死
す
る
時
に
魂
を
呼
ぶ
辞
な
り
)
と
言

う
。
ま
た
『
礼
記
』
喪
大
記
に
は
、
「
復
、
有
林
麓
、
則
直
人
設
階
。
無
益
麓
、
則
秋
人

真
塩
」
(
復
す
る
に
、
林
麓
有
る
と
き
は
、
則
ち
虞
人
 
階
を
重
く
。
林
麓
無
き
と
き
は
、

則
ち
秋
人
 
階
を
設
く
)
、
諸
侯
が
死
ん
で
魂
呼
の
礼
を
行
う
時
に
、
そ
の
領
地
内
に
山

林
が
あ
れ
ば
、
虞
人
に
は
し
ご
を
作
ら
せ
て
屋
根
に
登
る
。
領
地
内
に
山
林
が
な
け
れ
ば
、

秋
人
に
は
し
ご
を
作
ら
せ
て
屋
根
に
登
る
、
と
説
明
す
る
。
鄭
玄
の
注
に
「
復
招
魂
士
魂

也
」
(
復
は
招
魂
・
復
魂
な
り
)
。

 
『
礼
記
』
や
『
儀
礼
』
の
記
述
か
ら
、
葬
儀
に
お
け
る
儀
式
の
一
.
 
つ
と
し
て
、
・
招
魂
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
張
籍
の
こ
の
詩
で
は
、
戦
死
者
の
死
体
が
無
い
場
合

に
行
わ
れ
る
葬
儀
を
「
招
魂
」
と
言
っ
て
い
る
。
『
唐
詩
解
釈
辞
典
』
(
先
述
)
は
、
杜
佑

の
『
通
典
』
巻
一
〇
三
「
礼
、
凶
」
六
三
「
招
魂
葬
議
」
注
に
、
「
有
人
死
経
塔
其
屍
者
、

為
招
魂
葬
…
…
」
(
人
の
死
す
る
有
る
も
其
の
屍
の
亡
き
と
き
は
、
招
魂
の
葬
を
為
す
…

…
)
を
引
用
し
、
「
人
が
死
ん
で
死
体
の
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
「
招
魂
葬
」
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
『
通
典
』
の
同
じ
箇
所
に
、
≒
時
人
思
帝
(
黄
帝
)
葬
其

衣
冠
」
と
あ
る
の
を
引
い
て
、
二
般
の
場
合
も
死
者
が
生
前
に
愛
用
し
た
衣
服
を
祭
壇

に
具
え
て
、
こ
れ
を
葬
っ
た
。
今
日
「
衣
冠
塚
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
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5
・
6
 
婦
人
依
僑
子
与
夫
、
同
居
貧
賎
心
亦
督

〔
婦
人
〕
既
婚
の
女
性
。
「
依
僑
」
の
語
釈
に
引
く
『
礼
記
』
『
儀
礼
』
参
照
。

〔
昇
降
〕
寄
り
添
っ
て
頼
り
と
す
る
。
『
毛
虫
』
周
煩
「
載
蔓
」
に
、
「
思
媚
其
婦
、
有
依

 
 
 
こ
ニ

其
士
」
(
思
に
其
の
婦
を
媚
し
、
其
の
士
を
依
す
る
有
り
〉
と
あ
り
、
張
詩
と
同
じ
く
「
婦
」

「
依
」
と
見
え
る
が
、
古
注
(
毛
伝
)
で
は
、
「
士
」
を
「
子
弟
」
と
解
し
、
夫
の
意
味

で
解
釈
し
て
い
な
い
。

 
梁
の
簡
文
運
「
冬
歌
四
首
」
(
『
玉
壷
新
論
』
巻
一
〇
)
其
四
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
き

 
一
年
漏
將
尽
 
 
一
年
 
漏
 
将
に
尽
き
ん
と
す
る
に

 
萬
里
人
未
鋳
 
 
万
里
 
人
 
未
だ
帰
ら
ず

 
君
志
固
有
在
 
 
君
が
志
は
 
固
よ
り
在
る
有
る
も

 
妾
翁
町
無
依
 
 
妾
が
躯
は
 
乃
ち
依
る
無
し

と
あ
り
、
女
性
が
男
性
に
「
依
」
る
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

 
「
三
訂
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
は
、
漢
の
辛
延
年
「
羽
林
郎
詩
」
(
『
玉
豊
新
詠
』
巻
一
)

に
、
「
依
僑
将
軍
勢
、
調
笑
酒
家
胡
」
(
将
軍
の
勢
に
依
侍
し
、
酒
家
の
胡
を
調
笑
す
)
と

あ
り
、
将
軍
の
威
勢
を
か
さ
に
き
て
、
無
礼
な
振
る
舞
い
を
す
る
奴
僕
の
様
子
を
こ
の
こ

と
ば
で
表
現
し
て
い
る
。

 
中
国
古
代
の
封
建
社
会
に
は
、
所
謂
「
三
従
の
義
」
が
あ
り
、
女
性
は
家
に
あ
っ
て
は

父
に
従
い
、
嫁
い
で
は
夫
に
従
い
、
夫
が
死
ん
だ
ら
子
に
従
っ
た
。
『
儀
礼
』
葬
服
に
、
「
婦

人
有
三
従
之
義
、
無
専
用
直
道
。
故
未
嫁
従
父
、
既
嫁
従
夫
、
夫
死
愚
子
」
(
婦
人
に
三

従
の
義
有
り
て
、
専
用
の
道
無
し
。
故
に
未
だ
嫁
せ
ざ
れ
ば
父
に
従
い
、
既
に
嫁
す
れ
ば

夫
に
従
い
、
夫
死
す
れ
ば
子
に
従
う
)
、
ま
た
『
礼
記
』
郊
特
牲
に
も
、
「
婦
人
従
人
者
也
。

忍
従
父
兄
、
面
従
夫
、
夫
死
従
子
」
(
婦
人
は
人
に
従
う
者
あ
り
。
幼
く
し
て
父
兄
に
従

い
、
嫁
し
て
夫
に
従
い
、
夫
死
す
れ
ば
子
に
従
う
)
と
あ
る
。

 
皇
籍
の
こ
の
詩
で
は
、
寄
る
辺
無
き
女
性
の
境
遇
を
表
現
す
る
た
め
に
、
夫
は
戦
死
し
、

子
供
は
ま
だ
お
腹
の
中
で
頼
り
と
は
な
ら
な
い
と
詠
わ
れ
る
。

〔
貧
賎
〕
貧
乏
。
1
「
野
居
」
注
参
照
。

〔
心
置
野
〕
心
も
の
び
の
び
と
す
る
。
「
心
」
と
「
詩
」
が
結
び
つ
く
例
演
、
杜
甫
「
五

爵
」
(
『
詳
註
』
三
九
)
に
、
「
喜
見
淳
撲
俗
、
坦
然
心
神
舘
」
(
喜
び
見
る
 
淳
撲
の
俗
を
、

坦
然
と
し
て
 
心
神
齢
ぶ
)
と
見
え
る
。

 
こ
う
し
た
「
箭
」
の
用
例
は
、
張
籍
の
一
「
野
居
」
(
巻
一
)
に
、
「
四
肢
漸
寛
柔
、
中

 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
や

欝
気
二
野
」
(
四
肢
 
漸
く
寛
柔
な
る
も
、
中
腸
 
鯵
と
し
て
鋒
び
ず
)
と
あ
っ
た
。

7
・
8
 
夫
死
戦
場
子
在
腹
、
妾
石
錐
存
如
昼
燭

 
〔
藤
蔓
戦
場
子
在
腹
〕
夫
は
戦
場
で
死
に
、
子
供
は
ま
だ
腹
の
中
。
婦
人
の
置
か
れ
た
悲

劇
的
な
境
遇
を
詠
う
。
「
依
僑
」
の
語
釈
参
照
。

 
妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
を
詠
う
第
7
句
は
、
「
腹
」
が
韻
字
で
あ
る
と
は
言
え
、
非
常
に

肉
体
的
で
生
々
し
い
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
。

 
普
通
、
夫
が
戦
死
し
て
妻
が
取
り
残
さ
れ
た
場
合
、
頼
り
と
・
す
べ
き
人
が
誰
も
い
な
い

と
表
現
す
る
の
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
戦
死
し
た
夫
の
屍
を
前

に
実
泣
し
続
け
、
そ
れ
に
よ
り
城
壁
を
も
崩
し
た
と
い
う
有
名
な
杞
梁
の
妻
の
故
事
(
『
列

女
伝
』
貞
順
伝
)
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
(
杞
梁
)
殖
戦
而
死
。
(
中
略
)
早
手
之
妻
無
子
。
内
外
皆
無
五
属
之
親
。
既
無
所

 
帰
、
乃
就
其
夫
之
 
於
城
下
而
実
之
。
内
誠
動
人
、
道
路
過
者
、
莫
不
為
之
揮
涕
。
十

 
日
而
城
為
之
崩
。
既
葬
日
、
「
吾
何
帰
 
。
夫
婦
人
必
有
所
僑
漁
業
。
父
在
則
僑
父
、

 
夫
在
則
僑
夫
、
子
三
尊
碕
子
。
今
吾
上
家
無
色
、
中
則
無
夫
、
下
平
無
子
。
内
無
所
依
、

 
量
見
吾
誠
。
外
無
所
望
、
以
立
吾
節
。
吾
壼
能
事
二
哉
。
亦
死
亡
巳
」
。
遂
赴
湛
水
而

 
死
。

 
 
 
(
杞
梁
)
殖
戦
い
て
死
す
。
(
中
略
)
憂
慮
の
妻
 
子
無
し
。
内
外
に
皆
五
十
の
親

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
ば
ね

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
い
せ
い

 
無
し
。
既
に
帰
る
所
無
く
、
乃
ち
其
の
夫
の
 
を
城
下
に
就
き
て
之
を
卒
す
。
内
誠

 
 
人
を
動
か
し
、
道
路
過
ぐ
る
者
、
之
が
為
に
涕
を
揮
わ
ざ
る
銘
し
。
十
日
に
し
て
城

 
之
が
為
に
留
る
。
既
に
葬
り
て
日
く
、
「
吾
 
何
れ
に
か
帰
せ
ん
。
夫
れ
婦
人
は
必
ず

 
僑
る
所
有
る
者
な
り
。
父
在
れ
ば
則
ち
父
に
填
り
、
夫
在
れ
ば
則
ち
夫
に
亙
り
、
隣
在

 
れ
ば
則
ち
子
に
僑
る
。
今
吾
 
上
に
は
則
ち
父
無
く
、
中
に
は
則
ち
夫
無
く
、
下
に
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
わ

 
則
ち
子
無
し
。
内
に
は
依
る
所
無
き
も
、
以
て
吾
が
誠
を
見
さ
ん
。
外
に
は
回
る
所
無

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
う
じ

 
き
も
、
以
て
吾
が
節
を
立
て
ん
。
吾
 
量
に
能
く
更
二
せ
ん
や
。
亦
た
死
す
る
の
み
」

 
 
 
 
 
し
ナ
い

 
と
。
遂
に
溝
水
に
赴
き
て
死
す
。

杞
梁
の
妻
の
こ
と
ば
は
、
「
依
僑
」
の
語
釈
で
引
用
し
た
『
摘
記
』
を
踏
ま
え
る
が
、
夫

も
子
供
も
親
族
も
誰
も
い
な
い
と
、
婦
人
の
寄
る
並
無
き
境
遇
が
記
さ
れ
て
い
る
。
有
名

な
話
な
の
で
張
籍
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
「
城
下
」
「
婦
人
」
「
僑
」
等
、

張
詩
と
共
通
す
る
こ
と
ば
も
見
え
る
。

 
杞
梁
の
妻
を
張
詩
の
女
性
と
比
較
し
た
場
合
、
夫
が
戦
場
で
死
ん
だ
こ
と
は
共
通
す
る

が
、
違
う
の
は
、
そ
の
屍
の
所
在
す
ら
わ
か
ら
な
い
こ
と
(
そ
の
た
め
招
魂
の
葬
儀
を
行

う
)
、
子
供
は
い
る
が
ま
だ
妊
娠
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
夫
の
屍
の
所
在
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
の
は
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
悲
劇
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
で
は
そ
れ
に
加

え
て
我
が
身
の
妊
娠
が
加
わ
っ
て
い
る
。
寄
る
辺
無
き
杞
梁
の
妻
は
、
結
局
川
に
身
を
投

げ
て
死
ぬ
わ
け
だ
が
、
張
詩
の
女
性
は
、
お
腹
に
子
供
が
い
る
た
め
自
警
す
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
女
性
は
、
夫
が
戦
死
し
た
た
め
夫
婦
愛
を
全
う
で
き
な
い
だ
け
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で
な
く
ハ
生
ま
れ
て
く
る
子
供
を
一
人
で
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
死
ぬ
わ

け
に
も
い
か
ず
、
杞
梁
の
妻
と
比
べ
て
よ
り
過
酷
で
悲
惨
な
状
況
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

 
『
玉
垂
新
派
』
に
は
、
出
征
し
た
夫
を
思
う
妻
の
情
を
詠
じ
た
詩
は
数
多
く
あ
る
が
、

戦
死
者
の
妻
の
心
情
を
詠
じ
た
詩
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
管
見
で
は
、
劉
宋
・
王

微
「
雑
詩
二
首
」
其
一
(
巻
三
)
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
王
微
の
詩
に
詠
わ
れ
る
妻
も
、

詩
の
結
び
に
「
待
君
寛
不
帰
、
収
顔
今
就
橿
」
(
君
を
待
て
ど
も
寛
に
帰
ら
ず
、
顔
を
収

め
て
 
今
 
積
に
就
か
ん
)
と
あ
る
よ
う
に
、
杞
梁
の
妻
と
同
様
、
夫
を
失
っ
た
後
自
殺

し
て
い
る
(
「
梗
」
は
墓
地
に
植
え
る
樹
)
。
男
女
の
情
愛
が
テ
ー
マ
と
な
る
閨
怨
詩
で
は
、

夫
が
戦
死
す
れ
ば
愛
す
る
対
象
が
存
在
し
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
愛
を
全
う

す
る
た
め
に
自
死
を
選
ぶ
の
は
最
も
強
い
愛
情
の
表
現
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
現
実
の
社

会
で
は
、
戦
死
し
た
夫
に
は
、
妻
だ
け
で
な
く
年
老
い
た
義
父
母
や
子
供
も
い
た
わ
け
で
、

残
さ
れ
た
家
族
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
妻
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
無
籍
の
詩

は
そ
う
し
た
妻
の
悲
惨
で
過
酷
な
境
遇
を
詠
ず
る
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
劇
を
訴
え
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
六
朝
の
閨
怨
詩
と
は
，
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

 
「
征
婦
怨
」
と
同
じ
く
、
夫
が
不
在
の
家
族
を
残
さ
れ
た
妻
が
支
え
る
と
い
う
設
定
は
、

3
「
雑
怨
」
(
巻
一
)
に
も
見
え
た
。
「
護
身
甘
独
残
、
高
堂
有
舅
姑
」
(
妾
身
 
独
り
残

す
る
に
甘
ん
ず
る
も
、
高
堂
に
は
 
舅
姑
有
り
)
、
自
分
が
死
ぬ
の
は
か
ま
わ
な
い
が
、

義
父
母
が
い
る
た
め
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

〔
妾
身
〕
我
が
身
。
3
「
雑
怨
」
参
照
。
「
妾
」
は
女
性
の
一
人
称
で
あ
る
。

〔
昼
燭
〕
明
る
い
昼
間
に
灯
る
と
も
し
び
。
輝
き
が
乏
し
く
て
灯
っ
て
い
る
か
は
っ
き
り

し
な
い
。
婦
人
の
寄
る
辺
な
き
境
遇
を
比
喩
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。

 
「
昼
燭
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
、
劉
宋
の
重
傷
「
従
庚
中
郎
遊
園
山
石
室
」
(
『
集
注
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

巻
五
)
に
、
「
幽
三
乗
昼
燭
、
地
煽
戸
朝
日
」
(
幽
隅
 
昼
燭
を
乗
り
、
地
黒
 
朝
日
を
窺

う
)
と
あ
る
が
、
こ
の
「
昼
燭
」
は
、
昼
で
も
暗
い
園
山
の
石
室
を
照
ら
す
た
め
の
実
際

の
灯
火
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
中
毒
唐
詩
叩
弾
集
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、

編
者
の
一
人
置
杜
庭
珠
は
、
「
昼
燭
」
に
付
し
た
按
語
で
陳
の
後
主
・
叔
宝
「
自
君
之
出

 
六
首
」
其
二
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
六
九
)
を
引
い
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
「
昼
燭
」

が
、
張
詩
と
同
様
、
女
性
の
心
理
・
境
遇
を
表
現
す
る
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

同
君
選
出
 

房
声
望
帳
輕

思
君
如
萱
燭

懐
心
不
見
明

愛
す
る
男
性
の
去
っ
た
後
、

-
君
の
出
で
て
よ
り

房
空
し
く
し
て
 
帷
帳
軽
し

君
を
思
い
で
噛
昼
の
燭
の
如
く

懐
心
 
明
か
な
る
を
見
ず

 
 
 
沈
ん
だ
ま
ま
で
晴
れ
な
い
気
持
ち
を

「
昼
燭
」
に
比
擬
し
て

お
り
、
張
詩
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
や
や
異
な
る
が
、
先
例
と
し
て
は
見
逃
せ
な
い
表

現
で
あ
る
。

 
な
お
、
こ
の
新
奇
な
比
喩
表
現
に
つ
い
て
は
、
銭
鍾
書
記
が
「
白
文
昌
詩
」
(
『
談
藝
録
』

所
収
)
に
お
い
て
、
仏
典
や
、
西
欧
に
於
け
る
同
様
の
表
現
を
多
数
指
摘
し
て
く
れ
て
い

る
。

【
補
】

 
こ
の
詩
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
『
唐
詩
解
釈
辞
典
』
の
「
備
考
」
に
言
及
が
あ
り
、
-

～
4
句
が
外
征
の
説
明
、
5
～
8
句
が
征
婦
の
告
白
と
、
前
半
と
後
半
が
載
然
と
分
か
れ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
久
保
天
随
も
指
摘
す
る
よ
う
に
(
前
掲
『
古
詩
評

釈
』
)
、
第
4
句
が
前
後
半
の
内
容
を
つ
な
ぐ
転
換
点
と
な
っ
て
お
り
、
後
半
は
第
4
句
に

よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
構
成
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
詩
で
は
前
半
と
後
半
の
場
面
構
成
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
非
常
に
鮮
や
か
で
あ
り
、
前
半
四
句
は
、
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
な
ど
、
過
去
の
同
様

の
テ
ー
マ
の
詩
を
踏
ま
え
て
無
謀
な
外
征
に
よ
る
軍
隊
の
壊
滅
を
詠
い
、
後
半
四
句
は
張

籍
の
真
骨
頂
で
あ
り
、
兵
士
の
妻
の
悲
惨
な
境
遇
を
詠
じ
て
い
る
。
特
に
結
び
の
第
8
句

は
、
女
性
の
境
遇
が
極
め
て
警
抜
な
比
喩
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
第
7
句
と
併
せ
て
こ
の

詩
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
こ
の
詩
の
時
代
設
定
に
つ
い
て
、
第
1
句
「
勾
奴
」
、
2
句
「
漢
軍
」
と
あ
る

よ
う
に
、
舞
台
は
漢
代
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
張
籍
の
生
き
た
唐
桑
の
、
外
征

の
悲
惨
さ
を
調
刺
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
王
朝
を
漢
王
朝
に
準
え
る
こ
と
は
、
唐

詩
の
な
か
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
小
川
環
樹
氏
『
唐
詩
概

説
』
(
岩
波
「
中
国
詩
人
選
集
」
)
二
二
・
二
三
頁
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
、
唐
王
朝
は
、
勢
力
を
異
民
族
の
地
ま
で
拡
大
し
た
た
め
に
、

周
辺
諸
民
族
と
の
衝
突
溺
絶
え
な
か
っ
た
。
こ
の
詩
に
詠
わ
れ
る
遼
水
周
辺
に
目
を
向
け

れ
ば
、
唐
王
朝
は
、
朝
鮮
半
島
を
統
治
す
る
た
め
に
、
乾
封
三
年
(
8
6
6
)
に
平
壌
に
安
東

都
護
府
を
置
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
後
に
新
羅
に
よ
っ
て
唐
の
勢
力
が
駆
逐
さ
れ
る
と
、

安
東
都
護
府
は
儀
鳳
元
年
(
6
7
6
)
に
は
平
壌
か
ら
遼
東
に
移
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
じ
頃
、

契
丹
が
黒
蓋
の
地
域
を
占
領
す
る
に
至
る
と
、
安
東
都
護
府
は
廃
止
さ
れ
、
唐
は
遼
東
地

方
の
統
治
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
『
唐
詩
解
釈
辞
典
』
(
先
述
)
で
は
、
「
遼

水
」
の
解
説
で
、
常
建
「
弔
王
将
軍
墓
」
の
「
今
追
山
鬼
隣
、
残
兵
果
遼
水
」
(
今
 
山

鬼
と
隣
し
、
残
兵
 
遼
水
に
巽
す
)
の
句
を
引
き
、
「
則
天
武
后
の
神
功
元
年
(
研
)
、
契

丹
を
相
手
に
奮
戦
空
し
く
討
ち
死
に
し
た
王
孝
傑
の
事
跡
を
詠
ん
だ
が
、
張
籍
も
こ
の
件

に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
説
明
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
な
お
、
王
建
に
「
渡
遼
水
」
「
遼
東
行
」
の
楽
府
が
あ
り
、
重
訳
宇
『
張
王
楽
府
』
の

財
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解
説
で
は
、
前
者
は
高
句
麗
遠
征
の
悲
惨
さ
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
と
す
る
(
原
文
は
「
高

麗
」
に
作
る
)
。

 
ま
た
、
美
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
集
』
(
巻
八
)
で
は
、
こ
の
詩
を
玄
宗
の
辺
境
出
兵
を
批

判
し
た
有
名
な
全
文
、
李
華
の
「
弔
古
戦
場
文
」
に
準
え
て
お
り
(
「
早
耳
「
弔
古
戦
場

文
」
、
篇
中
可
云
縮
本
」
)
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
久
保
天
時
が
、
特
に
張
詩
の
前
半
部

分
が
該
当
す
る
と
し
て
、
李
華
の
文
の
表
現
を
用
い
て
張
籍
の
詩
を
解
説
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
畑
村
)

8
白
綜
歌

【
二
黒
】

 
「
白
滑
歌
」
は
楽
府
題
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
五
～
五
六
「
舞
曲
歌
辞
・
雑
舞
」
の
条

に
、
「
晋
桑
箒
舞
歌
詩
」
、
「
宋
白
話
舞
歌
詩
」
、
王
倹
の
「
斉
白
髭
面
」
、
梁
の
武
帝
の
「
梁

白
綜
辞
」
、
劉
宋
の
劉
錬
の
「
白
綜
曲
」
、
飽
照
の
「
白
思
歌
」
六
首
、
湯
恵
休
の
「
白
綜

歌
」
二
首
、
梁
の
張
率
の
「
白
綜
歌
」
九
首
、
梁
の
沈
約
の
「
四
時
白
短
歌
」
(
五
首
)
、

階
の
揚
帝
の
「
四
時
白
金
歌
」
(
二
首
)
、
心
血
の
「
四
時
白
綜
・
歌
」
(
二
首
)
を
収
め
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
飽
照
の
「
白
綜
歌
」
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
大
志
氏
の
「
飽
照
の
文
学

と
そ
の
制
作
の
場
」
(
「
中
国
中
世
文
学
研
究
」
三
〇
号
、
九
六
年
)
に
言
及
が
あ
る
。

 
唐
代
の
作
品
と
し
て
は
、
崔
国
輔
の
「
白
綜
辞
」
二
首
、
楊
衡
の
「
白
準
率
」
二
首
、

李
白
の
「
白
紆
辞
」
三
首
、
王
建
の
「
白
綜
歌
」
二
首
、
こ
の
詩
、
柳
宗
元
の
「
白
綜
歌
」

(一

?
、
元
棋
の
「
冬
睡
夢
歌
」
(
一
首
)
を
収
め
る
。

 
『
宋
書
』
楽
志
一
に
「
又
有
白
血
舞
、
按
舞
詞
有
巾
抱
之
言
。
綜
本
呉
地
所
出
、
宜
是

呉
舞
也
。
晋
俳
歌
曲
云
、
咬
咬
白
緒
、
節
節
為
双
。
呉
音
呼
緒
為
綜
、
疑
白
綜
即
白
緒
」

(
又
た
白
話
舞
有
り
、
按
ず
る
に
主
遣
に
巾
抱
の
言
有
り
。
綜
は
本
 
量
地
の
出
だ
す
所
、

宜
し
く
是
れ
呉
の
舞
い
な
る
べ
し
。
晋
の
俳
歌
に
又
た
云
う
、
咬
咬
た
る
白
緒
、
節
節

双
と
為
す
、
と
。
呉
音
 
緒
を
呼
び
て
綜
と
為
す
。
疑
う
ら
く
は
白
紆
は
即
ち
白
緒
な
ら

ん
)
と
説
明
し
て
い
る
。

 
『
南
斉
書
』
楽
志
に
は
、
周
処
の
『
風
土
記
』
の
「
呉
黄
竜
中
童
謡
云
、
行
白
君
者
追

汝
句
騙
馬
。
後
孫
権
征
公
孫
淵
、
浮
海
乗
舶
。
舶
、
白
也
。
今
歌
和
声
猶
云
行
白
綜
焉
」

(
呉
の
黄
竜
中
の
童
謡
に
云
う
、
行
白
君
な
る
者
、
汝
が
句
騙
の
馬
を
追
う
、
と
。
後

孫
権
公
孫
淵
を
征
せ
ん
と
し
て
、
海
に
浮
か
び
舶
に
乗
る
。
舶
は
、
白
な
り
。
今
の
歌

和
声
に
猶
お
行
白
綜
と
云
う
)
と
い
う
記
述
を
引
い
て
い
る
。
当
時
の
白
綜
歌
に
「
行
白

綜
」
と
い
う
雛
子
こ
と
ば
が
あ
る
こ
と
の
由
来
を
説
明
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
で
あ
る
。

 
『
楽
府
詩
集
』
に
引
く
『
楽
府
解
題
』
に
、
「
古
詞
盛
称
舞
者
之
美
、
宜
及
芳
時
為
楽
。

其
誉
白
綜
日
、
質
置
軽
罪
色
調
銀
、
製
以
為
砲
絵
作
言
、
百
道
幽
門
白
毛
塵
」
(
古
詞
は

盛
ん
に
舞
う
者
の
美
を
称
し
、
宜
し
く
芳
時
に
及
ん
で
楽
し
み
を
為
す
べ
し
と
す
。
其
の

白
綜
を
誉
め
て
発
く
、
質
は
茸
雲
の
如
く
 
色
は
銀
の
如
し
、
製
し
て
以
て
抱
と
為
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
が
や

絵
り
は
巾
と
作
す
、
抱
は
以
て
躯
を
光
か
し
 
巾
は
塵
を
払
う
)
と
あ
る
。

 
『
楽
府
詩
集
』
は
こ
の
後
『
旧
唐
書
』
音
楽
志
を
引
く
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
元
に
な
っ

た
『
通
典
』
巻
一
四
五
「
楽
・
雑
舞
曲
」
の
条
を
引
こ
う
。
そ
こ
に
は
、
『
聖
書
』
の
一

部
を
引
用
し
た
後
、
「
梁
武
帝
又
令
(
沈
)
約
改
其
辞
、
日
有
四
時
白
綜
之
歌
、
約
集
所

載
是
也
。
今
中
原
有
白
紆
曲
、
辞
旨
与
此
全
殊
」
(
梁
の
武
帝
 
又
た
約
を
し
て
其
の
辞

を
改
め
し
め
、
四
時
白
綜
の
歌
有
り
と
日
う
、
約
の
集
に
載
す
る
所
 
是
れ
な
り
。
今

中
原
に
白
紆
曲
有
り
、
辞
旨
 
此
と
全
く
殊
な
る
)
と
い
う
。

 
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
本
来
呉
の
地
方
の
舞
曲
で
あ
っ
た
も
の
に
、
梁
に
な
っ

て
「
四
時
白
綜
歌
」
と
い
う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
『
通
典
』
に
よ

れ
ば
、
唐
で
は
中
原
に
「
白
綜
曲
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
辞
旨
全
殊
」
で
あ
る
と
い
う
が
、

『
楽
府
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
る
玉
代
の
「
白
紆
辞
」
「
白
情
歌
」
の
内
容
は
、
六
朝
の
「
白

垂
歌
」
等
の
内
容
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
以
前
の
も
の
と
「
全
く
殊
な
っ
た
」
も

の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
『
書
典
』
が
記
載
し
て
い
る
の
は
、
民
間
に
行

わ
れ
て
い
た
同
題
の
曲
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

 
な
お
、
「
白
墨
」
は
白
い
麻
布
を
い
う
。
「
綜
」
は
「
苧
」
に
同
じ
く
、
麻
の
一
種
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
咬
翼
白
首
白
且
鮮

2
將
作
春
衣
稻
少
年

3
裁
縫
長
短
不
能
定

4
自
持
刀
尺
向
翠
煙

5
復
恐
蘭
膏
汚
繊
指

6
常
遣
傍
人
牧
堕
珊

7
衣
裳
着
時
寒
食
下

8
還
把
玉
鞭
鞭
白
馬

咬
咬
た
る
白
綜
 
白
く
且
つ
鮮
か
な
り

も
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な

将
て
春
衣
の
少
年
に
称
う
を
作
る

裁
縫
の
長
短
 
定
む
る
能
わ
ず

自
ら
潮
煙
を
持
ち
て
 
姑
の
前
に
向
か
う

復
た
 
蘭
膏
の
繊
指
を
汚
さ
ん
こ
と
を
恐
れ

常
に
 
傍
人
を
し
て
 
堕
琿
を
牧
め
し
む

 
 
 
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

衣
裳
 
着
く
る
時
 
寒
食
の
下

 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ち
う

還
た
玉
鞭
を
把
り
て
 
白
馬
を
鞭
た
ん

【
口
語
訳
】

1
し
ら
じ
ら
と
し
た
白
綜
の
布
は
 
白
く
て
あ
ざ
や
か

2
こ
れ
で
 
若
い
夫
に
ぴ
っ
た
り
の
春
の
着
物
を
作
る

3
裁
縫
の
長
さ
を
 
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず

4
ハ
サ
ミ
と
物
差
し
を
持
っ
て
 
姑
に
尋
ね
る
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5
髪
の
油
が
 
細
い
指
を
汚
す
の
を
き
ら
い

6
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
・
そ
ば
の
人
に
 
落
と
し
た
耳
飾
り
を
拾
っ
て
も
ら
う

7
こ
の
衣
を
着
る
の
は
 
寒
食
の
日

8
夫
は
美
し
い
鞭
を
持
っ
て
 
白
馬
を
駆
る
の
だ

人
と
す
る
説
と
呉
郡
の
人
と
す
る
説
の
二
説
が
あ
る
が
、
傅
旋
珠
細
編
.
 
『
唐
才
子
伝
校
箋
』

第
二
冊
(
中
華
書
局
、
八
九
年
置
張
籍
の
項
は
呉
汝
燈
氏
担
当
)
は
、
こ
の
「
葡
北
旅
思
」

の
句
を
呉
郡
出
身
の
例
証
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
。

 
張
籍
の
も
う
一
例
は
、
3
8
「
江
南
曲
」
(
巻
一
)
に
「
江
南
人
家
多
橘
樹
、
呉
姫
二
上

織
白
苧
」
(
江
南
の
人
家
 
橘
樹
多
く
、
呉
姫
 
舟
上
 
白
苧
を
織
る
)
の
句
が
見
え
る
。

【
押
韻
】

鮮
-
下
平
二
品
 
年
・
前
一
下
平
一
先
(
語
用
)

指
一
上
声
五
旨
 
珊
-
去
声
七
志

※
『
集
落
』
で
は
忍
瀬
切
(
上
声
六
止
)
の
音
が
あ
り
、
現
在
も
第
三
声
で
あ
る
か
ら
、

指
と
珊
が
押
韻
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

下
・
馬
i
上
声
三
十
五
馬

【
語
釈
】

1
・
2
 
絞
咬
白
亜
白
雨
鮮
、
将
言
訳
衣
称
少
年

〔
咬
絞
〕
白
い
形
容
℃
『
毛
詩
』
『
楚
辞
』
等
に
古
く
か
ら
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
李
冬
生

注
の
引
く
『
毛
詩
』
小
母
「
白
駒
」
に
「
咬
咬
白
駒
、
食
鱈
場
苗
」
(
咬
咬
た
る
白
駒
、

 
 
じ
ょ
う

我
が
場
の
苗
を
食
む
)
と
い
う
例
は
、
白
馬
を
形
容
し
た
も
の
。
『
後
漢
書
』
楊
終
伝
に

引
く
終
の
書
簡
に
「
詩
日
、
鮫
咬
練
糸
、
在
所
染
之
」
(
詩
に
葺
く
、
咬
咬
た
る
練
糸
、

之
を
染
む
る
所
に
在
り
、
と
)
と
逸
詩
を
引
く
の
は
、
こ
こ
と
同
じ
く
繊
維
に
つ
い
て
表

現
し
た
例
。
注
に
「
絞
咬
、
白
貌
也
」
と
あ
る
。

 
ま
た
、
『
宋
書
』
楽
志
に
引
く
晋
の
歯
並
に
、
「
白
丁
」
を
形
容
す
る
例
と
し
て
見
え
た
。

【
題
解
】
参
照
。

 
張
籍
の
「
咬
咬
」
の
用
例
は
他
に
一
例
、
3
9
「
和
斐
司
空
即
言
請
刑
部
白
侍
郎
双
鶴
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
巻
二
)
に
「
咬
咬
仙
山
鶴
、
遠
留
閑
西
中
」
(
幽
晦
た
り
 
仙
山
の
鶴
、
遠
く
留
む

閑
宅
の
中
)
と
い
う
。
白
居
易
の
飼
っ
て
い
た
鶴
に
つ
い
て
表
現
し
た
例
で
あ
る
。
な
お
、

白
居
易
の
鶴
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、
坂
井
多
穂
子
氏
に
「
白
居
易
と
鶴
」
(
『
人
間
文

化
研
究
科
年
報
』
第
＝
二
号
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
、
九
八
年
)
が

あ
り
、
ま
た
小
松
英
生
氏
に
も
「
白
居
易
と
鶴
」
(
岡
村
貞
雄
博
士
古
稀
記
念
『
中
国
学

論
集
』
、
白
県
社
、
九
九
年
)
が
あ
る
。

〔
白
紆
〕
白
い
麻
布
。
【
軍
事
】
参
照
。

'
張
籍
の
「
白
綜
(
苧
こ
の
用
例
は
、
他
に
二
例
。
4
2
「
二
身
旅
思
」
(
巻
二
)
に
「
日

日
望
郷
国
、
空
歌
白
苧
歌
」
(
日
日
 
郷
国
を
望
み
、
空
し
く
歌
う
 
白
苧
の
歌
)
と
い

う
例
は
、
楽
府
題
と
し
て
の
用
例
。
な
お
、
張
籍
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
和
州
烏
江
の

〔
白
且
鮮
〕
白
く
て
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
衣
服
を
「
鮮
」
と
表
現
す
る
例
と
し
て
は
、
曹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
お
い

植
「
名
都
篇
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
、
「
宝
剣
直
千
金
、
被
服
光
黒
黒
」
(
宝
剣
直

 
 
 
 
 
 
か
が
や

千
金
、
被
服
 
旧
き
且
つ
鮮
か
な
り
)
と
あ
る
。
ま
た
、
謝
眺
の
「
郡
内
登
狸
」
(
『
文

選
』
血
忌
〇
)
に
「
誰
規
鼎
食
盛
、
魚
影
狐
白
青
」
(
誰
か
耳
食
の
盛
ん
な
る
を
規
ら
ん
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

寧
ぞ
狐
白
の
鮮
か
な
る
を
要
め
ん
)
と
い
う
の
は
、
白
い
衣
類
に
関
し
て
「
鮮
」
の
文
字

を
用
い
た
例
。

〔
将
作
春
衣
〕
「
将
」
の
字
、
李
三
生
注
は
「
要
」
の
意
味
(
将
に
～
せ
ん
と
す
)
で
解

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
り

釈
し
、
徐
注
は
、
「
音
姜
、
携
来
的
意
思
」
(
将
て
)
と
注
す
る
。
ど
ち
ら
で
も
解
釈
は
で

き
る
で
あ
ろ
う
し
、
大
き
な
差
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
後
者

に
従
っ
た
。
楽
府
題
で
あ
る
白
豆
が
材
料
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。
【
題
意
】
に
引
い
た
『
楽
府
解
題
』
所
引
「
晋
白
綜
舞
歌
詩
」
や
、
飽

照
の
「
白
蜜
歌
六
首
」
其
一
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
五
、
集
で
は
「
黒
白
綜
舞
歌
詞
」
四

首
其
一
)
の
，
「
呉
詳
論
製
為
家
憲
、
繊
羅
霧
穀
垂
羽
衣
」
(
呉
刀
 
楚
製
 
侃
律
を
為
り
、

繊
羅
 
霧
穀
 
羽
衣
を
垂
る
)
の
句
な
ど
に
も
、
三
皇
を
材
料
と
し
て
強
調
す
る
表
現
が

見
え
る
。

 
「
至
宝
」
は
春
の
服
。
こ
こ
で
は
、
末
尾
二
句
か
ち
も
分
か
る
よ
う
に
、
春
の
遊
び
着

を
指
す
。
王
融
「
古
意
二
首
」
其
一
(
『
玉
蜜
新
詠
』
巻
四
)
に
「
噸
容
入
朝
鏡
、
思
涙

点
春
信
」
(
瀕
容
 
朝
鏡
に
入
り
、
思
涙
 
春
衣
に
点
ず
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
こ
れ

は
女
性
の
衣
類
の
例
。
王
維
の
「
送
別
」
(
趙
本
巻
四
)
に
「
江
潅
度
寒
食
、
京
洛
三
春

衣
」
(
掌
篇
 
寒
食
を
度
り
、
京
洛
 
春
望
を
縫
う
)
と
い
う
の
は
、
後
に
出
る
「
寒
食
」

と
関
連
し
て
用
い
た
例
。
ま
た
、
杜
甫
の
有
名
な
「
曲
江
二
首
」
其
一
(
『
細
註
』
巻
六
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
え

に
「
朝
回
日
日
典
霊
廟
、
毎
日
江
頭
尽
主
宰
」
(
朝
よ
り
回
り
曜
日
 
春
衣
を
益
し
、
毎

日
 
江
頭
酔
い
を
尽
く
し
て
帰
る
)
と
い
う
句
が
あ
る

 
張
籍
に
は
他
に
鵜
「
春
江
曲
」
(
巻
七
)
に
「
長
干
夫
婿
愛
遠
行
、
自
早
春
衣
亜
門
成
」

(
長
干
の
夫
堵
 
遠
行
を
愛
し
、
自
ら
春
衣
を
染
め
 
縫
い
て
已
に
成
る
)
の
句
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
商
人
で
あ
る
夫
が
、
春
に
な
っ
て
行
商
へ
と
出
発
す
る
準
備
を
整
え
た
こ
と
を

表
現
す
る
例
で
あ
る
。

〔
称
少
年
〕
二
三
生
注
、
「
称
」
は
「
称
心
」
(
心
に
か
な
う
)
の
意
で
あ
る
と
し
、
徐
注



38宇部工業高等専門学校研究報告 第46号 平成12年3月

は
「
相
称
」
と
注
し
て
お
り
、
(
身
体
に
)
ぴ
っ
た
り
合
う
の
意
で
解
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
心
情
を
は
っ
き
り
と
表
す
こ
と
ば
が
な
い
の
で
後
者
の
意
で
解
釈
し

た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
身
体
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
心
に
か
な
う
こ
と
に
な
ろ

.
 
つ
。

 
張
籍
が
衣
服
に
つ
い
て
「
称
」
の
文
字
を
用
い
る
例
は
も
う
一
例
、
5
5
「
送
宮
人
入
道
」

(
巻
二
)
に
「
名
初
出
宮
籍
、
身
未
称
霞
衣
」
(
名
は
初
め
て
 
宮
籍
を
出
で
、
身
は
未

だ
 
霞
衣
に
称
わ
ず
)
と
い
う
。
こ
れ
も
基
本
的
に
は
、
身
体
に
ぴ
っ
た
り
合
う
こ
と
を

い
う
で
あ
ろ
う
。

 
「
少
年
」
は
青
年
。
常
見
の
語
。
3
「
雑
怨
」
第
3
・
4
句
に
も
見
え
た
。
こ
こ
で
は

夫
を
指
し
て
い
う
。
発
注
に
引
く
よ
う
に
、
梁
の
武
勲
の
「
梁
白
綜
辞
」
二
首
其
一
(
『
楽

府
詩
集
』
巻
五
五
)
に
「
朱
糸
玉
柱
羅
象
莚
、
飛
珀
促
節
奏
少
年
」
(
朱
糸
 
玉
柱
 
象

錘
に
羅
な
り
、
飛
珀
 
促
節
 
少
年
を
舞
わ
し
む
)
と
い
う
句
が
あ
り
、
「
少
年
」
の
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
ダ
ン
ス
を
踊
る
若
い
女
性
に
つ
い
て
用
い
た
例
。

 
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
末
尾
の
二
三
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
白
馬
に
乗
り
颯
爽

と
町
を
駆
け
る
夫
に
対
し
て
「
少
年
」
と
表
現
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
遊
侠
少
年
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
張
籍
の
「
少
年
」
の
用
例
は
、
詩
題
を
含
め
て
他
に
十
五
例
。
若
い
時
期
の
こ
と
一
般

を
指
し
て
用
い
る
例
が
最
も
多
い
。
遊
侠
少
年
の
意
味
で
の
用
例
は
、
2
8
「
少
年
行
」
(
巻

一
)
に
「
少
年
従
猟
出
長
楊
、
禁
中
新
拝
羽
林
郎
」
(
少
年
 
猟
に
従
い
 
長
里
を
出
で
、

禁
中
 
新
た
に
拝
す
 
羽
林
郎
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

3
・
4
 
裁
縫
長
短
不
能
定
、
自
持
刀
尺
向
姑
前

〔
裁
縫
〕
布
を
裁
ち
、
縫
う
こ
と
。
古
く
は
『
周
礼
』
卑
官
・
里
人
の
注
に
見
え
る
。
幅

下
に
も
引
く
よ
う
に
、
詩
に
お
い
て
は
、
飽
照
の
「
代
陳
思
考
白
馬
篇
」
(
『
飽
燈
明
集
注
』

巻
三
)
に
「
僑
装
多
嫁
入
、
二
塁
少
裁
縫
」
(
僑
装
 
闘
絶
多
く
、
旅
服
 
裁
縫
少
な
し
)

と
い
う
用
例
が
あ
る
。

 
張
籍
に
は
他
に
一
例
、
3
4
「
妾
薄
命
」
(
巻
一
)
に
「
念
君
此
行
為
死
別
、
対
君
裁
縫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

泉
下
衣
」
(
君
が
此
の
行
を
死
別
と
為
す
を
念
い
、
君
に
対
し
て
裁
縫
す
 
泉
下
の
衣
)

の
句
が
あ
る
。

〔
長
短
不
能
定
〕
長
さ
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
長
短
」
は
常
見
の
語
。
こ
こ
で

は
衣
服
に
つ
い
て
い
う
。
張
籍
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
夫
の
服
の
サ
イ
ズ
を
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
耳
垢
連
の
「
濤
衣
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ぞ
ら

(『

ｶ
選
』
巻
三
〇
)
に
「
腰
帯
幕
末
昔
、
不
知
今
是
非
」
(
腰
帯
 
躊
昔
に
準
う
る
も
、

知
ら
ず
 
今
の
是
非
な
る
を
)
の
句
淋
あ
る
。
【
補
】
に
引
い
た
賀
裳
「
載
七
夕
詩
話
」

参
照
。〔

自
持
刀
尺
〕
「
刀
尺
」
は
ハ
サ
ミ
と
物
差
し
。
「
古
詩
為
焦
仲
卿
三
斜
」
(
『
玉
壷
新
詠
』

巻
一
)
に
「
左
手
持
刀
尺
、
右
手
執
綾
羅
」
(
左
手
 
刀
尺
を
持
ち
、
右
手
 
綾
羅
を
執

る
)
の
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
陳
注
に
引
く
よ
う
に
、
杜
甫
の
「
秋
興
八
首
」
其
一
(
『
詳

註
』
巻
一
七
)
に
も
「
寒
衣
処
処
立
刀
尺
、
白
帝
城
豊
中
暮
砧
」
(
糖
衣
 
処
処
刀
尺
を
隔

催
す
、
白
帝
城
高
く
し
て
 
暮
即
急
な
り
)
と
見
え
る
。

 
張
籍
の
「
刀
尺
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
向
姑
前
〕
姑
の
前
に
進
み
出
る
。

か
、
尋
ね
る
の
で
あ
る
。

姑
に
、
衣
服
の
長
さ
を
ど
の
く
ら
い
に
す
れ
ば
よ
い

 
こ
の
二
句
、
衣
服
の
長
さ
が
決
め
ら
れ
ず
、
姑
に
尋
ね
る
女
性
の
姿
が
描
か
れ
る
。
野

芝
に
、
.
 
嫁
姑
の
間
柄
の
細
か
い
描
写
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
う
い
っ
た
面
も
あ
ろ

う
が
、
こ
の
二
句
の
描
写
か
ら
は
、
女
性
の
う
い
う
い
し
さ
と
、
夫
へ
の
愛
情
を
読
み
と

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
夫
の
衣
服
を
作
り
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
長
さ
が
決
め
ら
れ
な
い
と

い
う
点
に
は
、
若
妻
の
う
い
う
い
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
自
分
で
適
当
に

作
っ
た
り
せ
ず
、
き
ち
ん
と
姑
に
尋
ね
て
か
ら
作
ろ
う
と
す
る
点
に
は
、
夫
へ
の
愛
情
が

表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

5
・
6
 
復
恐
蘭
膏
汚
繊
指
、
常
遣
傍
人
収
堕
珊

〔
復
恐
蘭
膏
汚
繊
指
〕
髪
の
油
渉
細
い
指
を
汚
す
の
を
恐
れ
る
。

 
「
蘭
膏
」
は
も
と
、
蘭
で
香
り
を
つ
け
た
油
。
陳
注
に
引
く
『
楚
辞
』
招
魂
に
「
蘭
膏

明
認
、
華
容
備
些
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
王
注
に
「
蘭
膏
、
以
蘭
香
煉
膏
也
」
と
い
う
。

詩
に
お
い
て
は
、
張
華
の
「
雑
詩
」
(
『
文
漱
饗
膳
淫
九
)
に
「
薄
樺
青
無
光
、
蘭
膏
六
下

凝
」
(
朱
火
 
青
く
し
て
光
無
く
、
蘭
膏
 
坐
う
に
自
つ
か
ら
凝
る
)
の
例
が
あ
る
。

 
こ
こ
で
は
、
次
の
句
と
の
関
連
か
ら
し
て
、
髪
に
つ
け
る
油
、
び
ん
つ
け
油
の
こ
と
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
の
例
と
し
て
は
、
李
難
生
注
に
も
引
く
唐
の
浩
虚
舟
の
「
陶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
さ

母
裁
髪
賦
」
(
『
全
唐
文
』
巻
六
二
四
)
に
「
象
櫛
重
理
、
蘭
膏
旧
濡
」
(
象
櫛
 
重
ね
て
理

 
 
 
 
 
も
と

め
、
蘭
膏
 
旧
よ
り
濡
れ
た
り
)
の
句
が
あ
る
。
浩
虚
舟
は
張
籍
と
同
時
代
の
人
物
で
あ

り
、
中
唐
の
頃
か
ら
こ
の
意
味
で
詩
文
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ

る
。 

張
籍
に
は
他
に
も
う
一
例
、
1
8
「
古
流
嘆
」
(
巻
一
)
に
「
蘭
膏
巳
尽
股
半
折
、
雛
文

刻
様
無
年
月
」
(
蘭
膏
は
已
に
尽
き
 
股
は
半
ば
折
れ
、
雛
憂
国
様
 
年
月
無
し
)
と
い

う
。
こ
れ
も
古
い
か
ん
ざ
し
を
詠
じ
た
詩
で
あ
り
、
髪
の
油
の
意
の
用
例
で
あ
る
。
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「
繊
指
」
は
、
細
い
指
。
美
人
の
形
容
。
稻
康
の
「
琴
賦
」
(
『
文
選
』
巻
一
八
)
に
「
飛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う
と
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
 
ぶ

繊
指
三
豊
驚
、
紛
受
嘉
以
流
漫
」
(
繊
指
を
飛
ば
し
て
以
て
馳
贅
し
、
紛
受
晶
と
し
て
以

て
流
漫
す
)
と
い
う
例
は
、
特
に
女
性
を
意
識
し
た
表
現
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
詩
に

お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
陸
機
の
「
日
出
東
南
隅
行
」
(
『
文
選
』
巻
二
八
)
に
「
簸
醸
芳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

即
今
、
冷
冷
繊
指
弾
」
λ
薮
醸
と
し
て
 
芳
日
揮
が
り
、
冷
沿
と
し
て
 
繊
指
弾
づ
)
の

句
が
あ
る
。
こ
れ
は
美
人
を
形
容
し
た
も
の
。

 
張
籍
の
「
繊
指
」
の
用
例
は
、
他
に
は
な
い
。

〔
常
遣
傍
人
〕
「
傍
人
」
は
そ
ば
に
い
る
人
の
意
で
解
釈
し
た
。
察
瑛
の
「
悲
憤
詩
二
首
」

其
一
(
『
後
漢
書
』
童
女
・
察
瑛
伝
)
に
「
奄
若
寿
命
尽
、
労
人
相
寛
大
」
(
奄
と
し
て
寿

命
の
尽
く
る
が
若
き
も
、
労
人
 
相
寛
大
す
)
の
句
が
あ
る
。
「
労
」
は
「
傍
」
に
同
じ
。

 
杜
甫
の
「
九
日
藍
田
崔
氏
荘
」
(
『
詳
註
』
巻
六
)
に
も
「
差
将
短
髪
還
吹
帽
、
笑
情
傍

 
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
つ
 
 
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

人
鵬
正
冠
」
(
差
ず
ら
く
は
短
髪
を
将
て
還
お
帽
を
吹
か
る
る
を
、
笑
い
て
傍
人
に
旧
い

て
為
に
冠
を
正
さ
し
む
)
と
い
う
印
象
深
い
用
例
が
あ
る
。

 
こ
の
「
傍
人
」
の
語
に
つ
い
て
、
吉
川
幸
次
郎
氏
『
杜
甫
詩
心
』
第
三
冊
(
筑
摩
書
房
、

七
九
年
)
は
、
「
そ
ば
に
い
る
人
で
も
あ
ろ
う
が
、
今
の
口
語
で
は
ひ
ろ
く
他
人
を
い
う
」

と
し
、
梁
の
沈
約
の
「
黄
僻
耳
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
五
は
無
名
氏
の
作
と
す
る
)
に
「
三

郎
相
知
時
、
但
恐
傍
人
聞
」
(
郎
と
相
知
る
時
、
但
だ
黙
る
 
傍
人
の
聞
く
を
)
と
い
う

例
が
す
で
に
そ
の
意
味
で
あ
り
、
杜
甫
の
も
う
一
例
「
堂
成
」
(
『
詳
註
』
甚
九
)
の
「
労

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
や
ま

人
錯
比
揚
雄
宅
、
睡
夢
無
心
作
風
嘲
」
(
労
人
 
錯
っ
て
比
す
，
揚
雄
の
宅
、
獺
惰
に
し

て
 
解
嘲
を
作
る
に
心
無
し
)
の
例
も
他
人
の
意
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

 
こ
こ
で
は
字
義
通
り
に
解
釈
し
て
お
い
た
が
、
張
籍
の
も
う
一
例
、
鋤
乳
矧
藤
杖
」
(
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
象
り
来
り
て
自
ら
覚
ゆ
身

六
)
に
あ
る
「
僑
来
自
覚
身
生
力
、
毎
向
傍
人
説
得
時
」

に
力
を
生
ず
る
を
、
毎
に
傍
人
に
向
か
い
て
 
得
る
時
を
説
く
)
の
句
も
、
他
人
の
意
味

で
解
釈
で
き
る
例
で
あ
ろ
う
。

〔
収
堕
珊
〕
「
琿
」
は
耳
飾
り
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
と
訳
し
て
お
い
た
。
李
冬
生
注
に
引
く
よ

う
に
、
『
説
文
解
字
』
玉
部
に
「
珊
、
環
也
、
杁
王
耳
、
耳
偏
声
」
と
会
意
文
字
で
あ
る

こ
と
を
い
い
、
ま
た
「
環
、
以
玉
五
運
也
。
」
と
い
う
。
こ
れ
に
従
え
ば
耳
飾
り
で
あ
る
。

徐
注
は
、
か
ん
ざ
七
と
す
る
。
陳
注
に
引
く
『
史
記
』
滑
稽
列
伝
の
下
痢
髭
伝
に
、
「
三

災
堕
珊
、
後
有
遺
響
」
(
前
に
堕
琿
有
り
、
後
に
遺
贈
有
り
)
と
あ
る
。
こ
れ
を
『
史
記

会
注
考
証
』
で
は
「
箸
」
と
と
も
に
「
首
飾
」
と
し
て
お
り
、
髪
飾
り
と
解
釈
し
た
よ
う

で
あ
る
。

 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
の
穿
盤
よ
り
も
、
こ
の
『
史
記
』
に
お
け
る
使
わ
れ
方

を
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
男
女
が
入
り
交
じ
っ
て
酒
を
飲
み
戯
れ
る
、
か
な
り
乱
れ
た

宴
席
を
描
写
し
た
部
分
で
あ
る
。

 
こ
れ
を
承
け
て
、
謝
眺
の
「
夜
聴
妓
」
二
首
其
二
(
『
玉
吟
新
詠
』
巻
四
)
に
「
掛
銀

報
繧
絶
、
堕
璃
答
琴
心
」
(
掛
叙
 
縷
の
絶
つ
に
報
い
、
堕
琿
 
野
心
に
答
う
)
の
句
が

あ
る
。
こ
れ
は
「
触
れ
な
ば
落
ち
ん
」
風
情
の
女
性
を
詠
じ
た
二
句
で
あ
る
。
唐
詩
に
お

い
て
も
、
虞
世
南
の
「
二
宮
車
馬
客
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
六
)
に
「
危
弦
促
三
蹟
町
回
、

遺
箸
堕
珊
解
羅
儒
」
(
危
弦
促
柱
 
巴
楡
を
奏
し
、
騒
騒
堕
璃
 
羅
儒
を
解
く
)
の
句
が

あ
る
。
こ
れ
も
同
様
に
、
女
性
の
媚
態
を
な
ま
め
か
し
く
描
い
た
二
二
で
あ
る
。
、

 
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
す
る
と
、
こ
の
こ
と
ば
は
、
女
性
の
な
ま
め
か
し
い
様
子
を
暗
示

し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
な
お
、
当
時
の
耳
飾
り
と
し
て
は
、
晴
の
「
金
製
獣
面
高
耳
飾
」
が
、
我
が
白
鶴
美
術

館
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
墨
の
「
金
耳
飾
」
(
巽
西
考
古
研
究
所
所
蔵
)
が
、

九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
「
大
唐
王
朝
の
華
-
都
・
長
安
の
女
性
た
ち
」
展
に
て
公

開
さ
れ
た
。

 
こ
の
二
句
、
髪
の
油
が
白
い
布
を
汚
す
こ
と
を
恐
れ
て
、
落
と
し
た
「
珂
」
を
そ
ば
の

人
に
拾
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
い
う
。
無
毒
に
い
う
よ
う
に
、
非
常
に
細
か
い
女
性
の
所
作

を
描
写
し
て
い
る
。

 
前
の
二
句
を
承
け
て
、
白
土
で
夫
の
衣
服
を
作
る
女
性
の
描
写
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

白
い
衣
服
を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
と
気
遣
う
点
か
ら
は
、
夫
に
対
す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
、
落

と
し
た
耳
飾
り
を
拾
っ
て
も
ら
う
と
い
う
細
か
な
描
写
に
は
、
用
例
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
若
妻
の
な
ま
め
か
し
さ
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

7
・
8
 
衣
裳
着
時
寒
食
下
、
還
把
玉
鞭
鞭
白
馬

〔
衣
裳
着
時
〕
上
半
身
に
着
る
の
が
「
衣
」
、
下
半
身
の
も
の
が
「
裳
」
。
常
見
の
語
。
陳

注
に
矧
く
『
毛
嚇
』
唐
風
「
山
有
橿
」
に
「
子
有
衣
裳
、
弗
曳
弗
婁
」
(
子
に
衣
裳
有
る

も
、
曳
か
ず
 
婁
か
ず
)
と
見
え
る
。

 
張
籍
の
用
例
は
他
に
五
例
、
6
1
「
寒
食
早
筆
」
(
巻
四
)
に
「
遣
戸
衣
裳
陰
険
笑
、
酔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お

饒
言
語
覚
花
知
」
(
酒
は
衣
裳
を
汚
し
て
 
客
の
笑
う
に
従
い
、
酔
い
て
言
語
粘
く
 
花

 
 
 
 
も
と

の
知
る
を
覚
む
)
と
い
う
例
は
、
寒
食
と
関
連
し
て
こ
の
こ
と
ば
を
用
い
た
例
。
0
5
「
実

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胡
十
八
遇
」
(
節
骨
)
に
「
同
君
卑
下
衣
裳
白
、
数
尺
黒
頭
柏
樹
新
」
(
君
を
送
り
て
 
帳

下
 
衣
裳
白
く
、
数
尺
の
墳
頭
 
柏
樹
新
た
な
り
)
と
い
う
の
は
、
こ
こ
と
同
じ
く
白
い

衣
裳
を
表
現
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
場
合
は
喪
服
の
よ
う
で
あ
る
。

 
同
時
代
の
王
建
の
「
旧
来
曲
↑
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
九
八
)
に
も
「
可
憐
寒
食
街
中
郎
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
え

早
起
著
得
単
衣
裳
」
(
憐
れ
む
べ
し
 
寒
食
 
華
中
の
郎
、
早
に
起
き
 
著
け
得
た
り
 
単

の
衣
裳
)
と
い
い
、
寒
食
の
日
に
身
に
つ
け
た
衣
裳
に
着
目
し
た
表
現
が
あ
る
。

 
ま
た
、
春
の
日
の
遊
び
に
「
白
綜
」
を
身
に
つ
け
る
例
と
し
て
、
劉
復
の
「
春
草
曲
」
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(『

S
唐
詩
』
巻
三
〇
五
)
に
「
裁
杉
催
白
綜
、
迎
客
園
田
車
」
(
杉
を
裁
ち
て
 
白
綜
を

催
し
、
客
を
迎
え
て
 
丸
儲
を
走
ら
す
)
の
句
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
女
性
が
着
る

例
の
よ
う
だ
。

〔
寒
食
下
〕
「
寒
食
」
は
冬
至
か
ら
数
え
て
一
〇
五
日
目
の
日
。
火
を
使
う
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
、
冷
た
い
も
の
を
食
べ
る
。
由
来
や
習
俗
に
つ
い
て
は
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
(
平
凡
社

東
洋
文
庫
)
や
中
村
喬
氏
『
中
国
の
年
中
行
事
』
(
平
凡
社
、
八
八
年
)
に
詳
し
い
。
唐

詩
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
植
木
久
行
氏
『
唐
詩
歳
時
記
』
(
明
治
書
院
、
八
○
年
)

及
び
そ
の
全
面
補
訂
版
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
九
五
年
)
に
詳
し
い
。
黒
川
洋
一
氏
ほ
か

編
『
中
国
文
学
歳
時
記
』
筆
下
(
同
朋
舎
、
八
八
年
)
に
も
、
「
寒
食
」
「
寒
食
の
夜
」
(
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

上
、
入
溝
義
高
氏
執
筆
)
「
春
の
墓
参
」
「
小
寒
食
」
「
無
血
を
鎭
る
」
「
暢
売
り
」
(
以
上
、

川
合
康
三
氏
執
筆
)
な
ど
の
関
連
項
目
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
張
籍
と
同
時
代
の
白
居
易
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫
氏
に
「
白
居
易
と
寒
食
・

清
明
」
(
『
東
方
学
報
(
京
都
)
』
第
四
一
冊
、
七
〇
年
。
の
ち
『
白
居
易
一
生
涯
と
歳
時

記
』
に
収
録
。
朋
友
書
店
、
九
八
年
)
が
あ
る
。

 
寒
食
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
優
れ
た
先
行
研
究
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
の
詩

を
読
む
上
で
は
、
寒
食
の
墓
参
り
が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
兼
ね
た
楽
し
い
行
事
で
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
し
て
お
け
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
い
た
張
籍
の
「
寒
食
看
花
」
も
そ
の
様
子

を
詠
じ
て
い
た
。
楽
し
い
行
事
の
時
に
は
、
新
調
し
た
服
で
お
し
や
れ
を
し
て
出
か
け
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
詩
の
女
性
は
、
夫
の
服
を
作
っ
て
や
る
の
で
あ
る
。

 
陳
注
に
は
海
面
の
「
寒
食
」
(
『
全
唐
詩
』
二
四
五
)
を
引
く
が
、
こ
れ
は
寒
食
を
題
材

に
皇
帝
の
恩
寵
を
承
け
る
貴
族
を
謡
刺
し
た
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
(
植
木
氏
前
掲
書
補

訂
版
八
八
頁
参
照
)
、
こ
の
二
身
の
「
白
唐
歌
」
の
用
例
と
し
て
引
く
の
に
最
適
の
例
と

は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
な
お
、
「
下
」
の
文
字
に
つ
い
て
、
李
貫
生
注
が
「
寒
食
の
時
」
の
意
味
で
あ
る
と
す

る
の
に
対
し
、
里
言
は
寒
食
以
後
の
意
味
で
あ
り
、
三
月
の
間
着
る
の
で
あ
る
と
注
し
て

い
る
q
寒
食
が
楽
し
い
行
事
で
あ
り
、
そ
の
時
に
合
わ
せ
て
新
調
の
服
を
お
ろ
す
と
解
釈

す
れ
ば
、
寒
食
の
時
の
意
味
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
先
に
挙
げ
た
王
建
の
「
春
来
曲
」

に
も
、
寒
食
の
日
に
、
町
の
若
者
が
朝
早
く
か
ら
薄
い
服
を
着
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
寒
食
の
日
に
合
わ
せ
て
春
の
服
を
着
始
め
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

〔
還
把
玉
鞭
〕
「
玉
鞭
」
は
ム
チ
の
美
称
。
張
説
の
「
舞
馬
千
秋
万
歳
楽
府
詞
三
首
」
其

三
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
七
)
に
「
遠
聴
明
君
愛
逸
才
、
玉
鞭
金
翅
引
竜
媒
」
(
遠
く
明
君
の

逸
才
を
愛
す
る
を
聴
き
、
玉
鞭
 
金
翅
 
竜
媒
を
引
く
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
杜
甫
の

「
寄
岳
州
質
司
馬
六
丈
巴
州
厳
八
使
君
両
閣
老
五
十
韻
」
(
『
詳
註
』
巻
八
)
に
も
「
貌
虎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
ニ

開
金
甲
、
麟
麟
受
玉
鞭
」
(
貌
虎
 
金
甲
開
き
、
麟
麟
 
玉
鞭
を
受
く
)
の
句
が
あ
る
。

 
張
籍
の
「
玉
鞭
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

 
「
還
」
の
文
字
は
、
「
か
え
っ
て
」
の
意
味
で
強
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
や

は
り
」
の
意
味
で
軽
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
訳
出
は
し
な
か
っ
た
が
、
「
や

っ
ぱ
り
う
ち
の
旦
那
様
は
颯
爽
と
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
語
気
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
鞭
白
馬
〕
「
鞭
」
の
文
字
、
先
ほ
ど
は
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
動
詞
に
用
い
て

い
る
。

 
「
白
馬
」
は
白
い
馬
。
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
。
こ
こ
で
は
夫
の
直
る
馬
を
「
白
馬
」
と

し
て
お
り
、
先
の
「
少
年
」
の
語
と
と
も
に
、
遊
侠
少
年
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

こ
う
い
つ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
だ
用
例
と
し
て
は
、
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
(
『
文
選
』
巻

二
七
)
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
四
句
に
「
白
馬
飾
金
覇
、
立
脇
西
北
馳
。
借

問
誰
家
子
、
幽
井
遊
侠
児
」
(
白
馬
 
金
轡
を
飾
り
、
男
爵
と
し
て
 
西
北
に
馳
す
。
借

問
す
 
誰
が
家
の
子
ぞ
、
駅
子
の
遊
侠
児
)
と
い
う
。

 
唐
詩
に
お
い
て
も
、
崔
顯
の
「
清
城
少
年
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
＝
二
〇
)
に
「
清
城
橋

頭
酒
新
熟
、
金
鞍
白
馬
誰
家
宿
」
(
清
城
橋
頭
 
酒
新
た
に
熟
し
、
金
鞍
白
馬
 
誰
が
家

に
か
宿
る
)
と
、
「
少
年
」
の
春
遊
の
様
子
を
描
写
す
る
の
に
「
白
馬
」
の
語
を
用
い
て

い
る
。
陳
注
に
引
く
正
長
卿
の
「
白
馬
翻
翻
春
草
細
、
郊
原
西
去
猟
平
原
」
(
白
馬
栩
副

と
し
て
 
春
草
細
く
、
郊
原
西
に
去
り
 
平
原
に
製
す
)
の
句
は
、
「
献
血
寧
軍
節
度
使

李
相
公
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
)
の
句
。

 
野
禽
の
「
白
馬
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

 
後
の
詞
の
例
で
あ
る
が
、
「
少
年
」
と
「
白
馬
」
「
玉
鞭
」
を
同
時
に
用
い
た
例
を
挙
げ

れ
ば
、
章
荘
の
「
上
行
盃
二
首
」
其
二
(
『
全
唐
五
代
詞
』
六
五
)
に
、
「
白
馬
書
意
金
轡
、

少
年
郎
、
離
別
容
易
、
邉
剣
樹
程
千
万
里
」
と
い
う
。

 
末
尾
の
二
句
に
つ
い
て
、
徐
注
に
、
軍
歌
の
口
語
を
用
い
て
い
る
の
は
、
楽
府
の
本
色

で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ど
の
用
語
に
つ
い
て
「
民
歌
口
語
」
と
し
て
い
る
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
が
、
「
還
」
の
用
法
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

 
こ
の
二
半
で
換
呈
し
て
い
る
の
で
、
前
の
一
～
6
句
の
描
写
か
ら
時
間
が
経
過
し
、
完

成
し
た
後
の
寒
食
の
時
点
で
の
描
写
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
自
分
が
苦
労
し

て
作
っ
た
春
の
着
物
を
、
寒
食
の
時
に
着
て
い
る
夫
の
姿
を
想
像
し
て
い
る
結
び
と
し
て

解
釈
し
て
お
い
た
。
女
性
が
男
性
の
衣
服
を
作
る
と
き
、
相
手
が
来
て
く
れ
た
と
き
の
こ

と
を
想
像
す
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
補
】

こ
の
詩
、

押
韻
の
上
か
ら
は
、
1
～
4
/
5
・
6
/
7
・
8
と
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
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が
、
内
容
か
ら
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

1
・
2
句
-
状
況
設
定
。
若
妻
が
夫
の
た
め
に
白
綜
で
着
物
を
作
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

3
～
6
句
-
妻
の
描
写
。
中
心
と
な
る
の
は
、
若
妻
の
初
々
し
さ
・
な
ま
め
か
し
さ
と
夫

へ
の
愛
情
で
あ
る
。

7
・
8
句
-
結
び
。
自
分
の
作
っ
た
服
を
着
た
夫
の
姿
を
想
像
す
る
。

 
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
徐
注
は
「
古
題
新
製
」
と
し
、
「
古
題
は
、
湯
量
休
の
白
綜
歌
の

よ
う
に
、
富
貴
の
人
の
驕
奢
・
享
楽
と
舞
女
の
苦
痛
を
多
く
描
い
て
、
尖
鋭
な
対
照
を
作

り
出
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
た
だ
一
人
の
婦
人
が
自
分
の
た
め
に
新
し
い
服
を
作
る
こ

と
を
述
べ
、
非
常
に
細
か
く
描
写
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
張
王
一
派
の
特
長
な

の
で
あ
る
(
古
題
織
地
富
貴
人
家
的
驕
奢
享
楽
和
舞
女
的
苦
痛
、
形
成
尖
鋭
的
対
照
、
如

意
週
休
的
白
重
歌
。
本
篇
但
窩
一
婦
人
為
自
己
製
新
衣
之
事
、
写
影
極
其
細
臓
、
是
張
王

一
心
的
特
長
)
」
と
解
説
す
る
。

 
こ
れ
に
対
し
、
張
修
蓉
の
『
中
唐
楽
府
詩
研
究
』
で
は
、
「
古
題
古
意
」
の
作
品
に
分

類
し
て
い
る
。
「
箆
矯
綜
歌
辞
」
な
ど
に
白
血
で
衣
服
を
作
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

 
確
か
に
湯
恵
休
の
作
品
は
、
踊
る
女
性
の
苦
痛
と
貴
族
の
驕
奢
と
の
対
比
を
描
い
た
も

の
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
系
統
の
作
品
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
単
に
従
来
の
作
品
を
襲
っ
た
も
の
と
ば
か
り
も
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 
卑
見
に
よ
れ
ば
、
「
白
亜
歌
」
の
楽
府
の
系
譜
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
作
品
で
よ
り
注

目
す
べ
き
点
は
、
女
性
が
白
綜
で
作
っ
た
衣
服
を
、
夫
に
着
せ
よ
う
と
す
る
と
い
う
点
で

は
な
い
か
と
思
う
。
従
来
の
白
綜
歌
の
中
で
も
、
例
え
ば
「
晋
白
綜
舞
歌
辞
」
や
飽
照
の

「
白
重
歌
六
首
」
其
一
(
集
で
は
「
代
議
蓬
蓬
歌
詞
四
首
」
其
一
)
、
李
白
の
「
白
綜
辞
」

三
首
其
三
、
王
建
の
「
白
綜
歌
二
首
」
其
一
の
よ
う
に
、
白
蛇
で
衣
裳
を
作
る
と
い
う
こ

と
は
出
て
く
る
が
、
そ
れ
は
女
性
の
踊
り
の
衣
裳
と
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
作
る

側
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。

 
張
籍
は
こ
の
楽
府
題
を
用
い
な
が
ら
、
美
し
い
若
妻
が
愛
す
る
夫
に
対
し
て
作
る
と
い

う
作
品
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
作
品
で
踊
り
を
踊
っ
て
い
た
女
性
は
、
白
紆
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
ゆ

衣
裳
を
作
る
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

 
さ
ら
に
、
こ
の
詩
の
夫
に
は
、
語
釈
の
中
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
遊
侠
少
年
の
イ
メ
ー

ジ
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
夫
は
、
手
柄
を
立
て
る
た
め
に
い
つ
辺
境

の
戦
争
に
加
わ
る
か
分
か
ら
な
い
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
'
こ
の
詩
に
描
か

れ
た
女
性
は
、
将
来
、
，
出
征
し
た
夫
を
待
つ
と
い
う
状
況
に
変
わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
い
え
る
。

 
か
く
て
、
こ
の
女
性
は
続
稿
で
扱
う
予
定
の
1
0
「
寄
衣
曲
」
(
巻
一
)
に
描
か
れ
る
女

性
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

 
清
の
賀
裳
の
「
載
発
想
詩
話
」
巻
轍
「
三
楡
」
の
条
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

 
 
知
恵
連
癬
夏
至
日
、
腰
帯
准
三
口
、
不
知
今
是
非
。
盲
唖
籍
白
綜
歌
則
日
、
裁
縫
長

 
短
不
能
定
、
自
持
刀
尺
向
姑
前
。
袈
説
寄
辺
衣
則
日
、
愁
捻
銀
針
信
手
縫
、
慣
慢
無
人

 
試
寛
窄
。
雛
食
甚
加
盟
、
意
実
原
本
干
謝
。
正
子
臨
港
云
、
鹿
入
生
血
、
艘
之
百
方
、

 
究
其
所
以
美
処
、
総
無
加
干
煮
食
時
也
。
然
庖
齪
変
換
得
宜
、
実
亦
可
口
。

 
 
謝
恵
連
の
擦
衣
の
詩
に
曰
く
、
腰
帯
 
疇
昔
に
准
う
る
も
、
知
ら
ず
 
今
の
是
非
な

 
る
を
、
と
。
張
籍
の
白
塗
歌
に
至
り
て
は
則
ち
曰
く
、
裁
縫
の
長
短
 
定
む
る
能
わ
ず
、

 
自
ら
刀
尺
を
持
ち
て
 
姑
の
前
に
向
か
う
、
と
。
袈
説
の
寄
辺
衣
に
は
則
ち
曰
く
、
愁

 
い
て
空
針
を
捻
り
 
手
に
上
せ
て
縫
い
、
欄
乱
す
 
人
の
寛
窄
を
試
み
る
無
き
を
、
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
語
は
益
ま
す
妊
を
加
う
と
錐
も
、
意
は
実
に
原
と
謝
に
本
つ
く
。
正
に
暗
晦
の
云
う
所

 
の
、
鹿
公
庖
に
入
れ
ば
、
之
を
臥
す
る
こ
と
百
方
な
る
も
、
其
の
美
と
す
る
所
以
の

 
処
を
究
む
れ
ば
・
紬
べ
て
煮
食
を
加
う
る
無
き
時
な
り
。
然
れ
ど
も
愚
輩
の
変
換
 
宜

 
し
き
を
得
れ
ば
、
実
に
亦
た
口
に
可
な
り
。

 
謝
恵
連
の
「
癬
衣
詩
」
や
袈
説
の
「
寄
辺
衣
」
と
い
っ
た
閨
怨
の
詩
と
と
も
に
、
張
籍

の
「
白
綜
歌
」
溺
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
詩
の
女
性
の
境
遇
が
、
い
つ
で
も
出
征

し
た
夫
を
待
つ
状
態
に
変
わ
り
う
る
こ
と
を
、
賀
裳
が
感
じ
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

 
こ
の
詩
は
『
唐
詩
紀
事
』
や
『
唐
詩
別
裁
集
』
に
も
見
え
、
彼
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
な
新
鮮
さ
が
あ
る
た
め
に
、
代
表
作
と
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
六
朝
の
「
播
衣
」
か
ら
張
籍
・
王
建
ら
の
「
送
衣
曲
」
に
い
た
る
詩
作
品
の
系
，

譜
に
つ
い
て
は
、
赤
井
益
久
氏
「
送
寒
冒
一
唐
詩
『
送
曲
』
を
め
ぐ
っ
て
一
」
(
『
漢
文
学

事
々
報
』
第
三
一
輯
、
八
七
年
)
に
詳
し
い
。

【
注
】

①
な
お
、
李
白
の
「
湖
辺
採
蓮
婦
」
(
王
注
本
巻
二
五
)
に
「
小
姑
織
白
雪
、
未
下
寺
人

語
」
(
小
姑
 
白
綜
を
織
る
、
未
だ
人
と
語
る
を
解
せ
ず
)
と
あ
り
、
若
く
貞
淑
な
妻
が

白
歯
を
織
る
描
写
が
あ
る
が
、
楽
府
「
白
組
歌
」
の
系
統
の
作
品
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の

師
伝
を
織
る
婦
人
の
描
写
は
、
詩
の
中
心
と
な
る
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
橘
)

［
附
記
］
本
稿
は
「
平
成
十
一
年
度
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
学
内
助
成
事
業
」

 
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

に
よ
る


